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はじめに
一 コンピュータ社会の光と影 一
情報 メデ ィアセ ンター所長 沓掛 俊夫
情報化社会 といわれて久 しいが,社会のあ らゆる部門でCPを始め として,近年 では
iPhoneやiPadなどの情報機器 も爆発的に普及 している。 このよ うな趨勢を止めるこ
とはできない。
教育現場 においてもe-learningやMoodleを利用す ることが盛んに行われている。
本号にもそれ らを使 った教育実践例がい くつか紹介 されてい る。 これ らは大変に便利
であ り,有 効に利用すれば,有 益である。 いっぽ う,こ のよ うな状況 の中でマイナス
の現象 もさま ざま生 じている。 まった く自分の頭で ものを考 えな くなって しまった学
生が著 しく増えているのも事実である。 レポー トは,イ ンターネ ッ トで検索 して,関
連 したテーマをダウンロー ドしてコピー しただけの もの(い わゆる 「コピペ」)が激増
してお り,提出された ものの大部分 がそのよ うなものである場合 も少 なくない。私 は,
それを防 ぐ対策 として,レ ポー トは授業時間中に書かせ るよ うに してい る。PPを使っ
て授業 を行 うと,学 生はテ レビを観 るよ うに見てい るだけで,あ とに何 も残 らない こ
とが多 く,や は り従来のプ リン ト配布 は欠 かせ ない。
社会一般 に眼を広げてみて も,情 報化は必ず しも好影響 だけを与 えている とは言い
難い。代表的な例は地球温暖化 問題 である。二酸化炭素温暖化原因説 は,私 も含 めて
大多数(>95%)の地球科学の専門家 は懐疑的であるにもかかわ らず,大部分の人々は,
それを信 じて疑 うこともない。 その原因の一端 は,コ ンピュータ ・シ ミュレーシ ョン
にある。大気 中の二酸化炭素濃度が現在の値の2倍 になったら,気 温が何度上昇す る
か とい うシ ミュ レーシ ョン結果 が広 く流布 してお り,温 暖化対策の根拠 とも され てい
る。 しか し,地 中に埋蔵 されている化石燃料 をすべて燃焼 しても,せ いぜい70ppm程
度増加す るだけであ り,2倍 になることはあ り得ない。シ ミュレーシ ョンは,あ る仮
定の上に立 ってつ くられたモデル をも とに計算 した ものであ り,そ れをまたシ ミュレ
ーシ ョンで検証す るこ とはできない。 あくまでも検証 は事実(観 測や実験)に よって
のみ行われ る。現実 とヴァーチャル の世界 が混同され,半 ば幻想の世界に彷裡ってい
る現代社会の状況にも注意 を向ける必要があろう。
いずれに しても,一 層 のこと情報化が進行す ることは否めないが,そ れを有効 に利
用 しつつも,「影」の面も常に考えてお く必要があろ う。
